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）司河川川、うに， 'I I Liilは， l!fi（）年んもら1%ヨll斗こ均 hけて政

,f,的・終消1'r'-J！ニ y 併は以ーた:ML厳1い試棟。lll在期iこみJ、

われfづL 今やようやく三の困難な時期を采り切り，潟i

fこな発肢のH寺第lを迎えようとしている。こうした困難を

j品、i-::.YRl'C:の つ ι ｜て JR導Iのn~I りがあっえことは，

1[1凶，1))'Jl"J荷1・1身（／）沼MむところてあるJ，，しかしこ山

i付難をとにもかくにも乗り切るこ止ができたのは、これ

もまた＂＇凶共産党の桁与によるところである 1 その心：”と

へ1! 1 lr-JJI，産党』7町一タ』シ／ f;.:JE1i11 か（， !:: I) < L .・, 
, L Jゾレ「ス，fj＇式Jょl土， I、こtiこll1f宜なえf：も恥と1t) ) 

なければならなャ。 1.：炎、そうし六問題志；織のt空に
<11IYJにおけるリーダーンソブの公構造を， lり同年から

lリ6己nこ｛たと）大JtM進，，／，＇引整ゾ）時！哲 iにた、！／iiごあて3こ土
；てよ て！日握Lよ円と Lfこのが本：f；：でh・る。浮イ＇i'cl；匁I;:,

かぎり，こオしまでlド住｜におけるリーダーシソ 7＂をihi1iか

r ，とりあけたもの（立t訟がどうであろうと〕がなか，，た

I U、c＿，ことは、まこと仁イ＜11J併なこととb寸》j羽［なる：k

l、。本書it，その事ljilJ'(tli試九でいる I~ ＼、勺たJトそむよ：

けのJ!J!!+IからしてもrJ:IIに11立するといえようぜ1 f } 1）カ
での1,ffttliは，せの.1：ょに力IIうるに，本舎が農村の主主j番組織
（人lt公ど！生i'/1鎌）；こ主1げる IJ- './-c ＇＇／－／の再干 11nを＂主
λ土俵初j,r,もL' と！て，オ入書を正1;＜民 pてヤるとうてら

る。本書の内科の紹介と批，Wに先，＇l・＇て，本書：の構成を
J；し三おく。｝トt'fのほかにつぎの9:IJHJからなふc
¥l' q:1[ 1 1にIけら共vi覚の！）ープーザヴノのJU,j:j(J）活

IJ( 

(2) リーダーンソプ，エリート｜向けの基本（10t.，党の哲
/: !:: ）心f!l、

(;,, リーダーーシ fアし， tJ児止としょのJ、衆山梨~

(4' 党防構

(5) 幹部組織と党の訓練

（削党内出:f,!Jと幹部

（~，基婦におけ ν活fljの際のリ ダーシソブ

9三

（村）党のH標と，1,!'Ji.I社会
1:,1 柑論

たお、 j］，；：.＿~ながら，－－，ド ,I ［＇の rd'i· につし、て tL コー干ル大

治政治学部の助教綬であり、新種のq，凶研究者であ乙こ

とを知るにとどまる。

II 

I ,ic•ノ〉構IJk'..か仁、もと＇!:IIできる上うに 抗者l上、 q,11 jに
おけるリーグーとソプの｜！日開を、まド共1＇（党の y,f;重}j山主L

健全なナ思，色1の解IVIから説き起こし，党の活動および組

織♂｝基本原WJである！大衆路線L1]'¥; 1集中制Jを覚の

リーずーシソプEノリ11,CH正念どしと従え， ミらlニリーグー

シ、ソア＇0）技術宅そのJU本的tr適用の状況にまで；出rんと
している。したがリて崎この研究は， Iとして中｜引での

ll'i版物に依拠してな主,jt,ており，香准での避難民とのイ

シケピ i ーの結果には 妻、／＂；意見 f'i¥l＇｛の広み Lj，与えら

れていtrL、

Jr I干におL、て本舎のt課題が，（それによって党のH'i導
ちがー地元大よ？との/ibifiJ泊イν正以／，七：を，Jiき11¥L，方向づけよう
とぷみ！とテ JにニノクjのJi}；冗に（；、るとすむとき，そこに

新内のし、わば基本的な姿勢どもいうパきものをみるとと

ができょうじ ij1J｝＿：の政策遂行のためにリジッドに組織化

された防造的な；沼崎訴し守中九：弘の民本（1',Jな応忽なり，

MがJ/J'/Jilj;j;＼、かに実土日〈されどヤノ：》かをみること企：， 医者

のmいであるとレってよい
対初iこ本書：は，司sJtのリーダーシソプの技術の発民の

泌引を.，£へとI0 ーとに，毛沢東ノメ諸々のぶったj忍XLtを克

HIれるJめに創 1!Iiiし／こm味方法（絵風）が，すぐに列
尚山における闘争を通じて擁立されたとするつまた‘ r,c
I i戦争期に形成された統一戦線のもとでの党とフ〉レジョ

γジ－＼：の問f系は，党と労働者・農J＼：：とのI下I尚一一大衆

σ）1i'Ht的な関係（direclne州）と 114なり，！日j接的な｜品衛わり

関係（indirectconsultation）にすぎず，中共はこの相泣

に基〆5v、て組織および活動の原理と方法を区別してき

主二 y 1 leわt,, i'11j衛大衆の関係i土民主集中fl,IJ原型llと!-JI

あちー～批判j i、11結の方法に依拠するのに比して，党とブノレ

ジョアジーとの関係は民主主義独裁と非協力者に対する

';9（制と排除の方法に依拠するものであると。中共は現在

iこL、fこもまでこの二〆〉のお導方法を｛むいう〉け ζおり，た

どi灸r,から前者への色彩を強めてし、ど｝という b きわめて
ユニークな見解ながら，民主集中制の原理と人民民主主

義独裁のこうした区別には疑問がある。

中Jl：、の忍jよuこJ Jい Cf土，認識の弁J正法［「j過松，矛盾言~l
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に合主れる問題から， さんに（党作J，「人生観J（ない

しは「It!:界観」〕 iこいたる主土全体的にこれを把握し

工行ど Lている。そうして，い p,'~/,,. !(f（主義的精神状

態にl主するならば，それがリーケ、ー／ノ＇ 11ci行動を必然

化するというのつまるところ，「I)一ダ一シ、ソ 7。の心王 ！ 耳

とリ…ダ一シツ 7＇の実践のア γノレガ吋ムが中国!l）リ一ダ一

シ、ソツo王型‘論の；焦，I

つぎに大衆路線を問題に十るο

大衆路線の工作方法と L・c, .'Jつ）， i 大衆かむ大衆へj
：｜ 般性と特殊性の結台！ ；＇；てあけ二 CIミ沢東，「指導

!J）日） ｛＇，°丁・の問題についぐ j¥' E介二大栄路線の工w方法
,., I Ftl比すなわち認識し甘J'.JL、それた大衆のものた

c'' ' ／／，，実践するという退作ノピヘ ι品川l段階，感t'Jイぬ
泌識から現！什f内認識にi主し，それを検証するという過，￥！，＼

に照応するものであることを指摘する。さらに「マルク

ス・レ一二ンi義環論においては， リーダーミソブへはf主

力の問題ではなくて， ・11：しし‘関係の11¥J題であるl。かく

戸、大衆路線にあっては． リーがーζ 山ヅの方法は，幹

:'ii；と＇））f九階級の聞の継続「i'.J• foll詰）~（

U, ;:, そこで．党幹部と大方：n1::1,・,11し＇.、関係に tnえず
：どとιに，大衆路線が車、部E大l恨の1/¥¥Ul，そして T ー

それが同主集中制と結び（〈二と；二二 7一一一党の指導

幹部と党員の問の基本的にkしい関係を決定するとい

うのしかもそうした大衆路線概念の恨成には，｜人l｛，た

だ人民だけが， ill：界の！際史を創造する）ボ動力であるi

（毛沢東，『連合政府についてρ という前提が存在する

のであると。つU、で大衆路線の工作方法，大衆路線と党

じfl路料＇C'l関係にふれたの，，， ＇大衆JI-？＼／，~慨，Sの特質は，厳

似た；lH1原理の限界内で.，.， 1-1_；山二応じペギ秋t'f:ーというjjf,j
f; ,) ) ・' ' ；ンスにあるj とキ，1rri命「；~，

党険 ti'liの項のおmはつ~ Uiどおりてl’，＜。（1）党員数対

策，（幻覚の構成と発）iii,（幻覚機構と覚のl：級m導層，（.J)
党員の管理，（:i）党機構と非党組織のキH：互作用。

各党員に，思想、上・組織上の原ll!Jを身につiTさせるてi

要なテクユソケが，マー刊であるじここでは党flおよび幹

部の教育の内符，またそれがいかに組織的に行なわれて

プj泊， Cことに党学校お上ひ小村l）が，／t111 jされる。また

党liや幹部がそれによって耳、｜ごIL!fぇ.＇：＇必 I) 1）ーゲーンソ

ベ求；忍することになるi主要なヰケ ノケとして， f総

J,r;: ':: r批判と自己批判j 【II )jiJ，、t1・；；wふれる。つL、で党
↓ iお上ぴ幹部訓練の最近仁おけアy・1,c札 3らに学習と大

衆運動の関係では，「問題がより鋭利になり，市命運動に

おける決定的t（新しい段階が生起するとき，学刊はキャ

書 評一一一一一一－

J ぺ←Lに拡大されるJ点を指摘ししかも19日年以来

いく行ものキγンペーンが重複して皮肉された結果，そ

れは特別の，どっておきの武器ではなくて， リーダーシ

ゾノ心V丞市の！日具になったという。日司II寺に整！民運動が

党内から党外へと拡大された点をも指摘する。また，

［学刊は支持すfの教化に役立たせられるだけでなく，大
衆連動の形式をとることで，中国の大衆路線リーグーシ

ッヅの：（tとるテクニックになった」と。

なの；！日現！と幹部の項では，党の／，f,rji/JO) l);(flj!を！実践論j

と i1二！百品lに求め，自ff者が弐＝11.li'i1H,1Jにで＼：七れる氏jご

の{11.il!liiに拡礎ι与ーえ，後者が集ヰlのfWJifiiに；広礎を与える
とL、う， ア,It主たユニークな見解そノーj三十日そのTITで注J:l

すくぎ点i士、定；および政府の指湾問 1:'大衆とのr::1に介在

し，党の政策を実際に遂行するものとして，幹部の役割

をきわめて重視する人＇，（である。党の組織の強 3と柔軟1't

l土司ことに生産レベルの幹部にどれだけ民主集中制の原

跨1を強調するかにかかっているというο1959年以来の危

機に札、党の首脳部は，党の活動の7ーケ竺、ソグ任保持レ

〆： t （｝） ~i(f(l\0,0）信頼によって対処L えたと十る＇

1,Yf=W一行ft，一模範公社（主主間人I（公fUに{jiJをと

1三どにi ，て，基層組織におけるリーゲーシソプの問

題 y干休日什る ι また某層組織にむけご〉覚組織と行政機構

の関係にJづいて述ぺ，さらに57年以来の幹部の「下放j

の怠義と，その際に下放幹部が大衆を指導するために採

用した方法，すなわち「試験問J，「現場会議J等にふれ

るの最後に，公社の生産隊におけるリーダーシ、ソプに

言及L，そこでは他のリーダーシップとは呉なる「家族

長：民！のりーゲーシップj(family dominated leadり~hip)

そ.j;I庭するけ

そ二で，，1：同社会を改造するにあ／ひ》て，どんなfζ統

(;(Jな1レ，＇

(I）として l守J.E.:Lミれたかがつぎに問われなければならない

とk、うOrt1同社会にあ什ては，血縁，友人，出身を共通

にすること，共通の終験（同学〕などによる紐帯がきわ

めて強間であり，各人は社会秩序のなかで比較的｜司定し

た位置を占めるσ この点は他の家父長制的農耕平士会とそ

れれ＇Wなるわけではないが，ただμ；教が道徳的なIi：当化，
人IKi'!'.Jh11義の保証，連帯の観念企 l_j.えf：という 3 中国

人；士、 i／千人からの“社会的距離”を派l院する“物差じ’

でばかじれた社会的紐帯の親宿主に上ハて！？こうした

れ会関係をみた。このような社会では，政治的関係は一

般に社会的な関係の範囲の外にあり，そのことは一方で

打僚f¥lリが親筏な社会集団に浸透することを阻止すると同

93 
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時に，他方官僚制内では最少限の政治的主義務も社会的風1 ば，これらのテクニックが，怠識的に創造的であって機

隊によ勺て妨げられ，また？？僚制内に親瀕・縁者等を集め 械的でなし、やり方で用b、人れるときは，大衆の支持をえ，

ることに上って腐敗させられたOしかるに中共は，折L幕前 社会：1，義へ｜｛刊通って印lt，かな前進を促幽すことが，なお知j
k被桁導者の聞の徽瓜せ芝、相互関係に：H>iく同家権力に 竹・＇，（ Jl月九党が新たな経験で学んだ教相！の村民初持j

山首尾一一貫せるイ＂i・ 1・ , , ＼＇ーワ J'r t，込み，そうす
六二 Lによって．親街な， t 三；tLice-I内 facefょ社会集

[-I[: :,c,L_i主することは可能fニι 二；／，，＂，（！川、国内から負担
¥ ,,1'. ・j ：上うなr1：プJにi主計L上 .. , 人工.' Ir ,,r，重hJJ;ifti］を苛＇；r&

したのしかも LjI jf，は，｜礼貌」のパゲ－；..／pi＇》干｛iilh¥'>,'

引を選択し，これを強調することによりて，社会的t（義
務を持強調することに努めた。「5tの大衆路線はl体と

相会を結frさせ、しかも政治的指導者が政治日的のため

に例会を操作することを可能ならしめる‘新しくf明想的

ti (I ；，／店H,系の－fロトタイーr三行λてi入‘＜あろうJ，＼、ま

< ！、f.1111,'J「干し事：u結合に方 t.I i＇ふ’ J｝） ソi•iffのための小
(iii；二：， 1・ iれる上うな，新，t:Iト%j:i1i/Vlh点、｝｜；或されつつあ

り、そこでは，「新しい共:ililVl;L＇－、，J,U.》上！；、i主務官、ーそれは

L、つにんi辛みll'iされると%tiliil乞必嬰よしぷくなるのだ

が 山勾は紘一本l下jにはい人上V のーはおよび1j1p~ 人として

のイ本！誌に出来するものである」。純＼，、て比陀j義社会に

おけるl(iiiミ1j,;j;IJの1/lJ起につ＼， •-C述べ，さんにl( j集q,

11)1］が同様であリ，大衆路線が手段であるとして” 1e,i一汗は

j 1171＇.；てhli完しあうものと十）七1,,1＿角！？士＇I、l. 
'i.'i ）~；， こおし、て著者はっきグノヒ：b に、ぺ 「中国におい

ご11'1:16に観察する機会がたLのて宅大衆路線の理想がど

/' ff' IιJ".JJI.されており． L ，.ーが｝て1/1[qの人民を動nし

り自：fヒI;:, ためにどのf,U変-i（＇（）むとJ'tc/J上旬Jj説得が）tl¥、ら

れているかは，わたくしにはわからないヲけれども，r/1悶

の指導背たちが大衆路線の工作1方法と作用を，現実的で

必要な目標とみなしていないという訴叶た惣定にi主する

べきではなし、Jとc また著者は，中国におけるリーゲーシ

ノー～I//fl題点として，つぎの点を照的十ア、 すなわち，

こ＇Jι：必化する社会状況l二i、＜ ,; - ＇／ーシソフが適応し
い：：liとし、う問題と， 1"1一川：＇， I：以の他山:l'iifliともいえる

ii ..ダーシツ fの統市iJ三1c>FiJ¥ J.1 ・:A衆の感十f:／をパ

寸 5せる問題，さらに i 人 ］ 1~ ，!i i・-< Cが！元1じ理論的

な限度にまで高められ，同ーのことに動目されるなんば，

宜見の不一致が存在しなくなるだけではなくて，不一致

の欠如lそのものが比較の能力をも奪うことになるlとも

し寸 t しかしながら幸子脊は，「i:p閑共産党のリーダー／

ヅ fの最大の資産が，党の；lOifのl哲史を通ヒて検証され

～IIIJ,1 :'i1J・実際的な活動力，／）千ク二ノケにあるjといし、，

l↑市li1Jのテクユソクを経済連.f'l:i二JHI.＇三；i::1題をl}IHこすれ

リ4

(!) r ツ J ケ（全進んで修正するた，・，1f、二 Uっかりで

あて， Iモキ＼：（，＂l.ている B

m 

1j1悶共産党の著しし、特徴がその指樽原理にあり，した

が dJて，そうした指導原理がし、かに実現されているかを

知ることに箸脊の犯し、があることは，すでに述べた。その

ために著者が，毛沢東の認識論，さらには共産：t：義的精神
の旬日！！かF給めたことは正しL、。才、f土1j1itの剤、；管、といえ

I二ARくイヂ十ロギーの J奇で片，；tろかヲせいぜい毛

沢’kV¥t!,1. i ~ , t十リジナリティがなL、：－： ' 、.. , ,J,: にとどま

心釘（i,',jc!)h；イ2γ メリカの中国li)f1空f;れ 1/¥Jにあ J ! し中国

1/) IりだJ·~ t ＇：：＿うからとりくもう tすふ糾jffi'Ti止の出現
l士！ ／，／をのアメリカの中国研究に新たな進展を期待させ

るものではあるまいか。しかしアメリカにおいて本書が，

［おそらくは神秘的で不11J解なq:1μ'.jの支配者たちを理角平

しようとし、う関心を有するすべての人々にと円て大きな

市削前がある」 （The,1111円・icanl'olitiral S，岨ienceRevh’'1C', 
¥'oi. l. L¥'[I '.¥lo. 4, 196,l) としと仁、＇ i'川土産党の忍

.t_1,1,1;・;1）＇なりたきな注行を集めてb、ど，11,t,:にふ， c::t.手7

I" l;"f,';h;S，＼ならといわねばならな十〈

;~ i~ n中iii]!I、産党の思想に対すど〉日I＇解に it，きわめて

t々,:.11.'r今にはいささか突飛とれ思える上うな点が

みりれ，疑問なしとはしないが，ここではそうした個々

の論点にはふれなし、ことにする。ただ評者にとって，中

I' l、i.]Jld長党の思想、をI理解する上でキー・ポイントをなすも

のと考えられる「整風運動」の汗価が，十分でないよう

；ソりえる 土L、うのは，肉体労働（斗産労働）土思想点

lむl をキi,（，させる繋嵐運動の方式が、 r¥1l"1Jt村一党の倒tt
tうもfごfノ｛1;:, 1,のとみられてヤるか （／で点＇＜， （、新島t事

長 'iif kjにおける近代J,if'思想』，］%：＼f!1 IJJ) 中国共

j守党；上二勺した方式によって最も徹底しf二，ill，怒改造を行

ない，かくて党員や幹部が真に人民大衆の側に立つこと

をilJ能ならしめようとしてu、る（もちろん，この点につ

いてたおいっそうの理論的究明が必要であろうが〕。

ところで，中国共産党は．一耐において思想改造によ

刊で党員や幹部が真に人民の利益を代表することを可能

ふんLめるつυ，］A寺に，他の一面では大衆路線0）［作方法

Iどろことにl；ってこれを保証し上うとしてL、ろ｝した



がってここでは，大衆路線とよばれる工作方法が，スヲ

ーリン時代のソ速にみムれたような権力の側の限落・変

説をよく阻止しうるかとい，，た視点が必要止な汚うηL

かもその場｛tのソ連における問題は， lji,に・部の指導行

がを、古、的な守：；!illをしたということにあるのではなくて

〔鮎l人t－｝ミ拝だけが問題ではなLう， m導行と大衆♂）問に「た
7仁(J(Jtよ:i]t離？をとLじf土／，〔’上りjイl:H正（1(

がlf'i奄プJの発／il'. に照fi:'.L たゾ退；全I：：会のFをi整一を十分にJ巴t~·

Lえなか＇＇た／ i、i士あるσ）でl土なかろう泊、いと二人で1I 1 l LI 

における大衆路線の－u1J;1tにはそれが』認識＂命の三＇）（／）

段階に照応するということで，理論と実践の統ーをはか

るといった側面iとともに，そのれ要な子ケ二ソケとして，

j正右派闘争や大躍進政策とし、うようなさまざまなキャン

ベーンを展開することによって，いわば権力のjι恕と大
衆の思想が一致する状況を;l｝、識i't'Jに{1二りだすといった官llj

1f1iがあるろそうした店、味をもっキャンベーンは，不｜相；．

無阪のものでなくてはならないが，それがマンれ lJ化L

i:n、ためには，・，；；＼・に新たなfff持を提起する必要があλう

しかし，より k、っそう同難な問題だと忠われるのは‘こ

うしたTャンベーンに際して， JI々にして過玄ーの（：＇，：.：大な

革命的伝統への；t,1,'11があまりに強調された結果、 リーグ

ーシ、ソブcが生i'fUJの発反lこ照応した社会の変動を適確に

把梶しえないか，または後向きのまま社会を同定させる

ことになりはしないかということであるσ しかも， iをilli
l司的な母斑を多く残してし、るc11問のような社会におし、

て， l)ij近代かん近代を超克して非近代へとレったいく｜式が

あ支りに安易にねじこまれるとするならば，ことにそう

であるとし、われば、なる主いιところで著ポも，過去におい

て有効であったリーダーシヴプのテクユソクが，王¥l状に

日［］しえなくなる場｛，につL、ての示唆をl'j-えてはいるが，

ti:会j今義困のリ一ダ一シゾ 7口を考えξ》一l二で、不，，J欠だとj

われる t記の＋見，，，＇、｛が，なお il)j確でないといわねばならた
1、
、. ' 

しかしながら，中国におけるリーゲーシソブを，ソ；,_g

との比較におL、て論じ上う土するのであれば，ヲピ傾向＇ Jに

は毛沢東思想をマルクス・レーニン i義の系議の中でど

う位置づけるかという問題にまで進まざるをえなし、であ

ろう c さらには，中国の伝統思想、，なかんずく中岡にお

ける 1人民概念」（西順蔵，「中国近代思想のなかの人1(; 

概念L『講座近代アジア思想、史：中国策』参照）と「マル

クス・レーニン本義におけるプロレタリアート」の関念

との異同といぺlた視角も必要かもしれない 3 しかし，そ

れよりも先に本持の守寄荷に問わなければならなし、の；士、

番 評

著者の中国に対する姿勢である。たしかに著者は，中間

における指導者と大衆との関係を，むしろ大衆の倶ljから

の能掛け'IIこ内エイトをおいてみよろとしており，そのた

めに符者は，中国共産党の思想と工作方法を，究明し主

ろとしだっ LかL，所在は，後進国である中国のリーグ

ーシソ fを翌！！解しようという枠組の中でのことにとどま

るとν、え上ろわ

占tfをに＊;trに対するマイナスのJ干価として， 1）ーグー
シ、ソ／がまTU~にどう機能してL 、るかとし、う事実の追求が

不十分だとの指摘がー般になされているようであるコた

だ，その場｛，，そういった批判の多くのものに，中国共

戸主党のリーダーシ、ソプがあたかもその思想、とは無関係に

滋行されてし、るかのような想定があることは問題であ

るいそろはいっても，また資料ffiiでの制約がきわめて大

であることを認めたとしても、こうした；干育をまったく

す？定すろこ土はできないであろう、

（調脊研究部東アジア調脊牢 小林弘二）
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